
市道の亀裂(写真位置⑤）

地すべりへの対応の経緯

5月12～13日

5月16日 ・地元住民から市へ通報「宅地内で地割れが発生している」

・連続雨量１０３mm（12日13:30～13日3:20 朝地雨量計）

・豊後大野市、豊後大野土木事務所で現地調査、宅地や市道に亀裂が
確認される

・住民２名が自主避難

宅地内の亀裂(写真位置④）

３

平成29年
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確認されたクラックの位置

5月17日 ・豊後大野市が宅地内にブルーシートを設置

宅地内の亀裂に張られたブルーシート(写真位置④）

平成29年

クラック
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スケールによる亀裂幅の観測(写真位置④）

抜き板による観測（5月18日）写真位置④

5月17日 ・宅地内と市道の亀裂幅の観測を市と共同で開始
（宅地内5カ所 市道2カ所）

平成29年
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田に段差が発生(写真位置①）

市道の亀裂が拡大(写真位置⑤）

5月20日 ・亀裂が拡大するとともに周辺にも亀裂が確認される

・大分県、豊後大野市が災害対策連絡室を設置

平成29年

・亀裂幅の観測箇所に市道１箇所、耕地１箇所を追加
（宅地内５箇所、市道３箇所、耕地１箇所）
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平井川床固工にクラック発生（写真位置⑦）

砂防堰堤左岸袖上部の間詰工に変状（写真位置⑧）

5月20日 ・平井川の砂防施設に変状が確認される。

平成29年
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伸縮計（S-1）（写真位置①）

5月23日

・伸縮計を5基（S-1～S-5）設置、観測開始

5月22日

・地すべり災害発生に伴う地元説明会を市と共同で実施

災害対策基本法第六十三条

災害が発生し、又はまさに発生しようとしている
場合において、人の生命又は身体に対する危険
を防止するため特に必要があると認めるときは、
市町村長は、警戒区域を設定し、災害応急対策
に従事する者以外の者に対して当該区域への
立入りを制限し、若しくは禁止し、又は当該区域
からの退去を命ずることができる。

・豊後大野市が災害対策基本法第６３条に基づく「警戒区域」を指定
（避難勧告６世帯、７名を追加（9世帯17名に）

警戒区域 34ha

地すべりブロック

・国、県、市で地すべり対策会議の開催
情報共有を図るとともに警戒体制の協議

-21-

警戒区域

伸縮計位置図

5月21日 ・市が３世帯１０名に避難勧告発令

平成29年



頭部のブルーシートと波板（写真位置①）

5月23日 ・県砂防課から国土交通省砂防部保全課に調査依頼

→ 土木研究所の派遣決定

・亀裂に雨水の浸入を防止しするためのブルーシートと波板を
市、土木事務所、水利耕地事務所職員等により設置

・土木事務所職員がドローンによる定期観測開始
1回/日（6月22日まで） 2回/週（6月23日から10月18日まで）

ドローンにより撮影した
地すべりブロック北側

ドローンによる観測状況

平成29年
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● 調査結果
【現象について】
・ 豊後大野市朝地町綿田地区において、幅約250m、長さ約400mの範囲の
中に複数の亀裂が弧状に分布していること、周辺は分離小丘が多い地すべり
地形となっていることを確認。
・ 亀裂変状が、地すべり活動時に見られる斜面上部及び側方の亀裂、末端
の押し出しの特徴であると考えられることから、一連の変状は地すべり土塊の
移動（斜面上部から下部方向（南方向）へ）に伴うものと考えられる。

【今後の監視体制について】
・ 地すべりの兆候を示す亀裂の拡大、新しい亀裂及び末端の圧縮が見られ
ることから、引き続き定期的な現地踏査及び伸縮計などを参考にした警戒避
難体制を継続すること、また今後亀裂が新たに確認された際は地すべりブ
ロックの見直しの検討が必要。

【今後の応急対策とそのための調査について】
・ 地すべり深度が不明のため、ボーリング調査の実施とひずみ観測、水位計
測の速やかな実施が必要。
・ 応急対策として、①新たに発生した亀裂への被覆等による止水、②横ボー
リング工による早急な地下水の排水が必要。
・ 平井川の河道閉塞の可能性があるため、その対策について検討を実施す
ることが必要。

豊後大野市長への調査結果報告

調査状況

5月24日 ・土木研究所による現地調査

平成29年
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5月24日

・砂防堰堤本体左岸側袖部にクラックが確認される

5月25日 ・伸縮計データを公表開始

平井川砂防堰堤の左岸側袖部に入ったクラック

報道機関への提供資料

・耕作者と対象とした地元説明会を豊後大野市が実施

写真位置⑧

平成29年
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頭部の段差亀裂（写真位置①）

5月26日 ・地すべりの移動速度が最大（22.8mm/h)を記録するなどクラックの
拡大が続く

末端部の市道の圧縮（写真位置⑥）

平成29年
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頭頂部カメラ映像

頭頂部カメラ設置状況

5月27日 ・定点監視カメラ設置。映像配信開始。

平成29年
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平井川変状（遠景）（写真位置⑦）

平井川変状（底版コンクリート近景）写真地位⑦）

5月27日 ・平井川流路工の変状が進行

-27-

平成29年



5月27 日 ・定点監視カメラを１基追加（末端部の監視）

5月28日 ・応急対策の横ボーリング工のためのチェックボーリングを実施

5月29日 ・応急対策としてブロック外からの横ボーリング工に着手

８月２日までに東（19本）、西（3本）、南（5本）側で
計27本（L=1721m）掘削

東側の地すべりブロック外からの横ボーリング（写真位置④）

平成29年

横ボーリングからの排水状況（写真位置④）
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5月29 日 ・移動杭（９箇所）の観測開始

７月２７日まで観測

・地すべりの移動方向：北北東から南南西

累計移動量：3500～4000mm

・砂防堰堤の亀裂が拡大5月30日

砂防堰堤左岸袖部の座屈破壊（写真位置⑧）

平成29年
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5月30日 ・地すべりの状況、作業状況を公表開始

平成29年
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5月30日 ・作業員の安全確保のための赤色灯を設置

移動量が10mm／hを超えた時点で作動

・平井川の河道閉塞に備え、大分県建設業協会豊後大野支部が

大型土のう袋４３０袋、排水ポンプ１０基、バックホウ５台を準備

・赤色灯１基追加、サイレンを２基追加

・圧縮側の伸縮計（S-6）を設置

・地すべりブロック外の調査ボーリング
（BV-18）に着手 ６月５日掘削完了

5月31日

6月1日

・市、土木事務所が、応急対策の取組状況、今後の警戒停止について
地元説明会を実施第2回地元説明会を実施

警戒区域 34ha→
25ha

警戒区域 →
立入制限区域 9ha

地すべりブロック

調査ボーリング（BV-18）
（写真位置①）

平成29年

赤色灯とサイレン（写真位置①）

警戒区域と立入制限区域

-31-

・市が警戒区域を縮小し、一部を立入制限
区域に



●被害状況

6月1日 西側市道のずれ（写真位置⑨）

6月1日 頭部滑落崖（写真位置①）

6月2日 平井川倒壊した左岸護岸ブロック（写真位置⑦）
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６月1日

平成29年



約6.1m隆起

6月2日 ・建設業協会大野支部に緊急作業出動要請（砂防堰堤防護、仮排水路）

6月3日 ・砂防堰堤防護（大型土のう）、平井川仮排水路（ブルーシート）工着手

砂防堰堤防護 ６月１２日完成（写真位置⑧）

仮排水路（ブルーシート） ６月１６日完成（写真位置⑦）

平成29年
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6月5日 ・土木研究所２回目の現地調査

調査状況

調査結果の報告

平成29年
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● 調査結果
【現象について】
・斜面上方の段差亀裂の拡大や、河道部の護岸の損傷、砂防堰堤の左
岸側堤体の損傷など、圧縮による変状の増加を確認。
・砂防堰堤下流の左岸側においては、右岸側への動きが推定される倒
木や圧縮亀裂を確認。
【今後の監視体制について】
・引き続き、現地点検及び伸縮計等の観測値を参考にした警戒避難体
制の継続が必要。
・応急対策としての横ボーリング工を引き続き実施し、降雨後の状況（移
動量、排水量等）は特に注視が必要。
【今後の地すべり対策について】
・応急対策工の効果（ブロック移動量の減少等）もふまえ、ブロック内に
おけるボーリング調査の実施が必要。
・ボーリング調査の結果をふまえ、特に最深部のすべり面深度が特定さ
れた際には、すみやかにこれらの測線の地下水排除工の検討・実施が
必要。
・砂防堰堤左岸の堤体が著しく損傷していることから、左岸側堆砂敷へ
の大型土のう設置等による、堰堤上流左岸の侵食防止が必要。
・観測データの蓄積をふまえて、地すべりブロックの見直し（未確定部分
の確定、拡大、細分化）の検討が必要。



6月6日 ・観測開始から２週間で伸縮計の移動量が2600mm（平均200mm／日）に達する

平成29年
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6月7日 ・災害関連緊急地すべり対策事業を国土交通省に申請

・ﾃﾞｨｰﾌﾟｳｪﾙ工の施位置検討のための電気探査実施

電気探査実施状況（写真位置①）








































